
 
 

古典的な幾何学的錯視の例。（a）ミュラー=リヤー錯視。上下の水平線分は同じ長さであるが、下の方が長く見える。（b）

エビングハウス錯視。リングの中の円は左右同じ大きさであるが、大きい円のリングに囲まれた左の円よりも、小さい円のリ

ングに囲まれた右の円の方が大きく見える。（c）ボンゾ錯視。Λや＜の頂点に近い方に置かれた対象が大きく見える。具体

的には、2 本の水平線分は同じ長さだが、上の方が長く見える。2 つの円は同じ大きさだが、左の方が大きく見える。（d）ポ

ッゲンドルフ錯視。2 つの斜線は一直線上にあるが、右の斜線の方が上方に変位して見える。（e）ツェルナー錯視。垂直よ

り反時計回りに 45 度傾いた黒い線は互いに平行だが、交互に傾いて見える。交差する短い線との交差角度の過大視の

現象である。（f）へリング錯視（湾曲錯視）。水平線分が曲がって見える。上の線分は上に凸、下の線分は下に凸に見える。

（g）ミュンスターベルク錯視。白と黒の正方形の列を図のようにずらして配置し、列の境界に線分を描くと、図ではそれらは

水平であるが、交互に傾いて見える。本図のように線が灰色の時は、カフェウォール錯視（Café Wall illusion）と呼ばれる

ことが多い。（h）フレーザー錯視。垂直より反時計回りに 45 度傾いた仮想線に沿って短い斜線の列が描かれているが、

列の傾きは短い斜線の傾きの方向に変位して見える。ツェルナー錯視とは逆の錯視である。（i）フレーザー錯視の渦巻き

錯視。フレーザー錯視では、傾いて見えるのは線分であるが、傾いて見える対象を円状に配置した時に観察できる錯視で

ある。具体的には、同心円が渦巻きのように見える。 


